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１、収集運搬車輌の点検整備・エコドライブ等を実践し、省エネと排ガスの抑制に取り組みます。

２、電力・燃料等の消費による二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

３、節水及び排出水の適正な管理を推進します。

４、廃棄物の発生抑制、再資源化・適正処理の推進します。

５、環境に配慮した技術・製品の導入及び業務の生産性向上に取り組みます。

６、環境関連法規制等を遵守します。

７、地域や社会に根差した事業活動を推進します。

８、環境経営レポートとして環境活動の取り組みを公表します。

制定日：平成29年 9月 1日

　株式会社成商クリーンサービス　  代表取締役　早川　桂一

改定日：令和　4年　3月　20日（第5版）

株式会社成商クリーンサービス　環境経営方針

<環境理念>

<環境保全への行動指針>

　株式会社成商クリーンサービスは、廃棄物処理業に携わる企業として、環境問
題に積極的に取り組み、循環資源の有効活用と循環型社会の構築に貢献し環境負
荷の低減を図り、全社員一丸となり自主的、積極的に環境経営の継続的改善に取
り組みます。

ご挨拶

 昭和45年の創業以来、廃棄物処理業者として地域の皆様方と共に歩んでまいりまし
た。
廃棄物処理と環境問題は密接な繋がりがあり、我々に求められる責務は重要である
との
認識から環境負荷低減の為、積極的な環境活動を推進し、これからも地域の皆様に
必要
とされる企業を目指します。

　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社成商クリーンサービス　代表取締役　早川　桂一



Ⅱ対象組織の概要

１　　名称及び代表者名

株式会社成商クリーンサービス　　代表取締役　早川　桂一

２　　所在地

≪本社≫
青森県三戸郡階上町大字角柄折字平10-6（令和2年9月29日移転）

≪中間処理施設　≫

青森県八戸市大字鮫町字西子沢15-63

３　　環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者　　 ：取締役　佐京　奈津子
担当者　　　 ：取締役　佐京　奈津子
連絡先 ：TEL　0178-80-1051　／　FAX　0178-80-1052

４　　事業活動の内容

○産業廃棄物収集運搬業（青森県・八戸市）

○産業廃棄物処分業（八戸市）
○特別管理産業廃棄物収集運搬業（青森県）
○一般廃棄物収集運搬業（八戸市・階上町・南部町・三戸町）
○再資源卸売業
○解体工事業

５　　事業規模
○従業員　　15名
○延床面積 本社　110.13㎡

中間処理施設　142㎡
○収集運搬量 一般廃棄物　　2158.23ｔ/年

資源物　　3908.411ｔ/年
特別管理）産業廃棄物　779.621ｔ/年

○処分量 産業廃棄物　　　37.12901ｔ/年
合計　6883.39101ｔ/年

６　事業年度
会社の会計年度（毎年４月〜翌年３月まで）

７　認証登録の対象組織

株式会社成商クリーンサービスの全サイト、全活動、全組織を対象とします。

8 環境活動レポートの対象期間（発行日）
令和3年（2021年）4月〜令和4年（2022年）3月（発行日：令和4年6月10日）



EA21　実施体制図

所在地 青森県三戸郡階上町大字角柄折字平10番地6

電話： 床面積： 110.13㎡

所在地

電話： 床面積： 143㎡

環境経営システム　役割・責任・権限表

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
早川　桂一 ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、

　技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・経営における、課題とチャンスの整理と明確化
・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境方針の策定

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
佐京　奈津子 ・問題点の是正、予防処置の指示・確認

・環境活動の取組状況を代表者への報告

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

佐京　奈津子 ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局へ
　の送付）

部門責任者 担当部門について環境経営システムを実施し、維持する。
佐京　奈津子 ・省資源、省エネ、節水等の奨励・実施
一戸　翔 ・従業員に対する教育訓練の実施
吉田　修泰

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表取締役　早川　桂一

リサイクルセンター

総務部門責任者

株式会社　成商クリーンサービス

本社

総務　佐京　奈津子

処分部門責任者

チーフ　一戸　翔 チーフ　吉田　修泰

代表者

環境管理責任者兼事務局長

役割・責任・権限

収集運搬部門責任者

令和4年3月31日現在

従業員数　　１5名

0178-80-1051

0178-80-1051

青森県八戸市大字鮫町字西子沢15-63

取締役　佐京　奈津子



Ⅲ　　環境経営目標とその実績

１　　主な環境負荷の実績 （環境負荷の状況について、概要を記述する）

表１、主な環境負荷等の実績

項目 単位 平成31年度 令和2年度 令和3年度

二酸化炭素排出量 ㎏－ＣＯ₂ 244,823.4 250,671.8 243,311.0

一般廃棄物排出量 kg 1,952.0 84.0 1,260.0

産業廃棄物排出量 ｔ 21.0 79.1 74.0

使用水量（水資源投入量） ㎥ 79.0 93.0 93.0

地域貢献活動 件数 2.0 2.0 3.0

（注）二酸化炭素排出量の算定は、2019年度（平成31年度）提出用の東北電力㈱の調整後排出係数  0.445㎏-CO2／ＫＷｈを使用。

当社は、廃棄物処理業を中心とした事業活動を行っております。当社の環境負荷は表1の
通りです。
二酸化炭素排出量については、一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬車両等が主なもの
で、平成31年度は244823.4㎏-ＣＯ₂/年です。
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2　　環境経営目標の設定

当社では、本社、廃棄物中間処理場における環境目標を設定し、環境負荷削減等に取組んでおります。表２は、当社全体の環境目標を掲載しました。

表2、環境経営目標（令和3年度～5年)

中長期の目標

単位 基準値

削減率（％） 令和2年度 1 2 3 3

　ｋｗｈ 14,615 14469 14323 14177 14,177

削減率（％） 令和2年度 1 2 3 3

　Ｌ 5,011.37 4,961.26 4,911.14 4,861.03 3,346

削減率（％） 令和2年度 1 2 3 3

　Ｌ 87,380 86,506 85,632 84,759 84,759

削減率（％） 令和2年度 1 2 3 3

　㎏ＣＯ₂ 250,671.82 248,165.10 245,658.38 243,151.67 243,151.67

削減率（％） 令和2年度 1 2 3 3

　㎏ 79,131.1 78,339.8 77,548.5 76,757.2 76,757.2

削減率（％） 令和2年度 1 2 3 3

　㎥ 93 92 91 90 90.21

増加率（％） 令和2年度

台 ０

増加率（％） 令和2年度 継続 継続 継続 左に同じ

％ 100 100 100 100 100

増加件数 令和2年度 1 2 3 3

件数 2 3 4 5 5

電力CO2換算係数：0.445（2019年度（平成31年度）提出用の東北電力㈱の調整後排出係数）

省エネルギ―の推
進

廃棄物削減の推進

行動方針・目標

左に同じ

低公害車輌、低排ガス型車車輌等の購入を推進する

受託した産業廃棄
物のリサイクル率向
上

チーフ
一戸　翔

二酸化炭素排出量
の削減

二酸化炭素排出量
の削減

環境管理責任者
佐京奈津子

地域貢献活動の推
進

清掃活動等
総務

佐京奈津子

使用水の削減 節水
総務

佐京奈津子

受託した産業廃棄
物の収集運搬・処分
における環境配慮に
おける項目

産業廃棄物の収集
運搬に伴う環境負荷
低減、再資源化の
推進

チーフ
一戸　翔

産業廃棄物の削減
チーフ

一戸　翔

令和3年度～5年度

電力の削減
総務

佐京奈津子

ガソリンの削減
チーフ

一戸　翔

軽油の削減
チーフ

一戸　翔

環境方針 環境目標項目
責任部門
責任者

削減率又は増加率
（％）

基準年度

年度毎目標値
（基準年度に対する削減(増加)率）

令和3年度 令和4年度 令和5年度



３．環境目標の実績

当社では、環境目標の達成状況の確認・評価を行いました。

今回は、令和3年4月から令和4年3月までの実績についての評価結果を報告いたします。

受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮については、環境目標を達成できた。

未達成項目については、令和3年度における作業受注量の増加が大きな要因と考えられます。

今後、環境目標値の再考と作業計画・運行計画などを見直し、会社全体で節約に取り組んでいきます。

目標達成された項目については今後も継続できるように努力致します。

表３－１　　当該年度の環境目標の達成状況等(全体）

250,671.8

電力使用量 ＫＷｈ 14,615.0

ガソリン使用量 Ｌ 5,011.4

軽油使用量 Ｌ 87,380.0

２．一般廃棄物排出量

収集運搬・処分
作業における
環境配慮推進

受託した産廃
のリサイクル率
向上

％ 100.0 100.0 100.0

件数 2.0 3.0８．地域貢献活動

受託した産業廃棄物の収集
運搬・処分における環境配慮

購入電力の排出係数。電力CO2換算係数：0.445（2019年度（平成31年度）提出用の東北電力㈱の調整後排出係数）

・(行動目標）収集運搬・処分作
業においては、環境に配慮した
作業を推進し、定期的に確認し
ます。

―

○

3.0

×

３．産業廃棄物排出量(自社分） ｔ

４．使用水量（水資源投入量） ㎥ 93.0 1％増加 92.0 93.0

79.131 5％減少 78.340 74.410

〇

2％増加 ×

〇

5％増加

14,469.0

4,961.3

〇

項目

86,506.0

㎏ 84 ― 83 1,260

削減(増加)率(％） 目標値

×

実績値

１．二酸化炭素排出量 ㎏－ＣＯ₂ 4％減少 248,165.1 243,311.4

×

〇

1％減少

14,887.0

5,243.9

84,806.5

単位
基準値 令和3年度

環境目標の
達成状況（令和2年度）

200,000.0
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使用水量 ㎥



Ⅳ．環境活動計画、取組結果とその評価、次年度の取組内容

なお、それぞれの計画の責任者と担当者及びスケジュールを定め確実な実行に努めております。

表４　　主な環境活動計画の内容

①事務所、工場などの照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理を積極的に行っている。

②倉庫、作業休憩所、使用頻度が低いトイレ等の照明は普段は消灯し、使用時のみ点灯して
いる。

③残業時の部分照明を徹底している。

④電力不要時には負荷遮断、変圧器の遮断を行っている。

⑤エアコンの適温化を徹底している。

①最大積載量の厳守の徹底。

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値を保つように努めている。

③排気ガスや騒音レベルを抑えるため適正な車輌整備を行っている。（添加剤の使用）

④エコドライブ等運転方法の配慮（急発進、急加速、空ぶかしの排除、アイドリングストップ等）
を励行している。

①リターナブル容器『ビール瓶・一升瓶）に入った製品を優先的に購入し使用している。

②再使用またはリサイクルしやすい製品を購入している。

③・機器等の故障時には、修理可能かどうかをチェックし、可能な限り修理することで長期使用
に努めている

①金属屑、紙屑、廃液等の回収・再利用のための設備やラインを設け、活用している

②分別回収ボックスの適正配置等によりゴミの分別を徹底している。

③廃棄物等の回収ルートを確立しリサイクルを図っている。

④発生したゴミは可能な限り圧縮等を行い減量している。

⑤ダンボール・古紙類のリサイクルを徹底して行う。

①廃棄物保管場所を設置し、飛散、流出、地下浸透、悪臭の防止に取り組んでいる。

②廃棄物を分別保管し、混載がないか確認している。

③廃棄物の処分先を定期的に直接確認している。

④廃棄物管理票をもとに、廃棄物の適正処理を行っている。

①洗車時、蛇口の調整により水量・水圧の調整を行っている。

②洗車時のストップノズル使用を励行している。

③排水管からの漏水を定期的に確認している。

①排水等の監視を定期的に行っている。

②燃料タンク、オイルタンク、パイプ等の漏れがないか点検を行っている

①殺虫剤や除草剤の使用を控える。 ○ 取組内容のとおり履行されている。取組みを継続する。

①作業時間や待機時間、走行距離の短縮をはかっている。

②収集運搬取扱量の平準化を行っている。

③廃棄物や汚水の飛散・流出がないか確認している、

④危険物等の混合防止に配慮している。

⑤排出状況や処理施設等の状況を把握し適切な収集運搬計画を立てている。

⑥重機等の作業は過剰な負担をかけないようにしている。

⑦設備機器は無駄や無理のない運転を行っている。

⑧電力不要時には、負荷遮断、変圧器の遮断を行っている。

⑨設備機器等の作業を中断する時はエンジンを停止している。

⑩受託した産業廃棄物の計測管理、搬入管理を行っている。

⑪事故防止及び事故発生時における対応マニュアルを作成するなど、必要な体制の整備を図っている

①地域のボランティア活動に参加し、協力や支援を行っている。

②事業場周辺の清掃活動をおこなっている

③キャップやプルタブの回収を行い寄付をする

○：評価出来る、△：まずまず評価できる、×：評価できない

環境活動計画については、単年度の環境目標に対応した具体的な取組の内容（達成手段）を表4の通り作成した。

取組みを継続する

次年度の取組内
容

取組内容

電力の二酸化炭素の削減
取組内容のとおり履行されてい

る。○

○

軽油使用料が増加しているが業
務量増加が要因と考える。

実施状
況の評

価

廃棄物の発生抑制

清掃活動の徹底。

環境
方針

環境目標項目 取組み結果

車輌用燃料等の二酸化炭
素削減

△
・環境コミュニケーション

・社会貢献
・その他

使用水の削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

○

○

使
用
水
量
削
減

廃
棄
物
排
出
量
削
減

取組内容のとおり履行されている。

地域のボランティアには支援した
が、清掃活動が十分に行えなかっ
た。

○

○

化学物質の管理推進

排水処理

受託した産業廃棄物の収集運
搬・処分における環境配慮

取組みを継続する

取組みを継続する

取組内容のとおり履行されている。

取組内容のとおり履行されている。

取組内容のとおり履行されている。

取組内容のとおり履行されてい
る。

取組みを継続する

作業・運行計画の再考

取組みを継続する

取組みを継続する

産業廃棄物等の適正処理

取組内容のとおり履行されている。

リサイクルの促進

○ 取組みを継続する

△



　環境活動の状況
≪パッカー車安全講習会　㈱モリタエコノス様　R3.4.22≫

≪安全運転講習会　モータースクール様　R3.7.14≫

≪ごみ収集車安全技術講習会　極東開発工業㈱様　R3.8.5≫

≪階上小学校　ボランティア回収　　R3.10.8≫



≪日常点検講習会　三菱ふそう自動車販売㈱様　R3.11.26≫



Ⅴ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並び
に違反、訴訟等の有無

環境関連法規等の廃棄物処理法ついて、遵守状況を確認したところ違反はありませんでした。

住民等からの苦情もありませんでした。

また、過去３年間、関係当局からの違反等の指摘、訴訟について、問題ありません。

廃掃法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）や建設リサイクル法に基づき、マニフェストの

運用・管理をし適正に処理をしています。また廃棄物を分別し、再資源化を推進しています。

Ⅵ 代表者による全体評価と見直しの結果
エコアクション21について取り組みを継続した結果、従業員の環境保全に対する意識の

向上が図られました。

前年と比べ、環境負荷削減の効果が見られる項目もでてきている。目標未達成のガソリン

使用量については、営業車の増車及び作業受注量増加が大きな要因であることから、

環境目標の設定方法、環境活動計画等も含め見直しをすることとしております。

作業・運行計画の再考をし、他社の取組状況の調査に着手し、早期の具体化を図ることと

して指示しました。

解体工事業の請負によって排出される産業廃棄物については、建設リサイクル法を遵守し

再資源化に取り組んでまいります。

今後も全社をあげて環境活動に取組み、環境負荷低減に努めてまいります。

以上



電話 ファクス

E-mail

UCL

資本金 売上高 百万円

許可名／許可番号

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

台数 台数

1台 3台

7台 2台

1台 2台

2台 1台

1台 3台

1台 24台平ボディ車 4ｔ 合計

設
備

設備名 能力・産廃の種類 能力・産廃の種類

ダンプ車 2ｔ ホイールローダー 1㎥

平ボディ車 2ｔ 営業車 普通車

塵芥車 4ｔ ユニック車 4ｔ

塵芥車 2ｔ フォークリフト 2ｔ

設備名

溶融固化施設
廃プラスチック類

（廃発泡スチロールに限る）0.8
ｔ/日(8時間稼働）

アームロール車 4ｔ

産業廃棄物処分業
八戸市　12220166472

令和3年1月18日 中間処理（溶融固化）
廃プラスチック類（廃発泡スチロールに限る。）令和7年12月6日

古物商
青森県公安委員会　第

201030029970

平成25年2月19日
古物の区分　機械工具類

産業廃棄物収集運搬
業　八戸市
12211166472

令和4年7月27日

積替え保管の有無　有り　(廃プラスチック類　木くず　金属くずに限
り、これらについて石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物
であるものを除く。）廃プラスチック類　面積6.65㎡　保管上限
1.81ｔ　木くず　面積　6.65㎡　保管上限　2.85ｔ　金属くず　面積
6.65㎡　保管上限　5.87ｔ
燃え殻　汚泥　廃油　廃酸　廃アルカリ　廃プラスチック類　紙くず
木くず　繊維くず　動植物性残さ　ゴムくず　金属くず　ガラスくず
コンクリートくず及び陶磁器くず　がれき類(これらのうち、自動車等
破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを除き、石綿含有産業廃棄
物及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを含む。）

令和9年6月20日

特別管理産業廃棄物収集運搬業
青森県　00250166472

令和1年8月1日 廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類に限り、特定有害産業廃棄
物であるものを除く。）感染性産業廃棄物　廃石綿等令和6年7月31日

一般廃棄物収集運搬
業　階上町　指令第

36号

令和4年4月1日 一般廃棄物：可燃物・不燃物　積替え保管あり
許可区域　階上町全域令和6年3月31日

産業廃棄物収集運搬
業　青森県
00200166472

令和4年6月20日
燃え殻　汚泥　廃油　廃酸　廃アルカリ　廃プラスチック類　紙くず
木くず　繊維くず　動植物性残さ　ゴムくず　金属くず　ガラスくず
コンクリートくず及び陶磁器くず　がれき類(これらのうち、自動車等
破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを除き、石綿含有産業廃棄
物及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを含む。）

令和9年5月30日

令和6年3月31日
一般廃棄物収集運搬
業　南部町　指令住

第25号

令和4年4月1日 一般廃棄物：可燃物・不燃物
許可区域　名川・南部地区令和6年3月31日

一般廃棄物収集運搬
業　三戸町　許可第

233号

令和4年4月1日 事業系一般廃棄物(し尿及び浄化槽汚泥除く）
引っ越し等に伴い家庭から排出される臨時ごみ
許可区域　計画収集区域内令和6年3月31日

許
可
の
内
容

年月日 事業計画・事業の範囲（事業区分、廃棄物の種類）

一般廃棄物収集運搬
業　八環保第1173号

令和4年4月1日 一般廃棄物：可燃物・不燃物・厨芥類・汚泥・家電4品目
許可区域　八戸市全域
積替え又は保管の有無　有り（家電4品目に限る）令和6年3月31日

一般廃棄物収集運搬
業　南部町　指令住

第26号

令和4年4月1日 一般廃棄物：可燃物・不燃物
許可区域　福地地区

6883.391

法人設立年月日 平成24年4月 7 百万円 205.81

最終処分量ｔ

合計 2158.230 816.750 0.000 3908.411

処分量ｔ 37.129 37.129

製造量ｔ

合計

収集運搬量ｔ 2158.230 779.621 0.000 3908.411 6846.262

事業活動の内容

一般廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬・中間処理業

特別管理産業廃棄物収集運搬業

（

令
和
三
年
度
）

事
業
の
規
模

品名 一般廃棄物 産業廃棄物 特別管理産業廃棄物 資源物

環境管理責任者 取締役　佐京　奈津子

エコアクション２１担当者 取締役　佐京　奈津子

連絡先

0178-80-1051 0178-80-1052

info@narisho-cs.jp

Ⅶ．廃棄物処理に係る組織の概要
事業所名 株式会社　成商クリーンサービス

代表者名 代表取締役　早川　桂一

所在地 青森県三戸郡階上町大字角柄折字平10番地6

mailto:info@narisho-cs.jp
mailto:info@narisho-cs.jp
mailto:info@narisho-cs.jp
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処理方法・処理工程

受託した産業廃棄物の処理量

再資源化等量小計 37.13

　　中間処理後処分量合計 37.13

中間処理後
の産業廃棄

物

最
終
処
分

再
資
源
化

廃プラスチック類 廃発泡スチロール（売却） 37.13

最終処分量合計

再資源化等量小計 37.13

中間処理合計 37.13

最終処分

うち再資源
化等

廃プラスチック類 取引先業者へ売却 37.13

収集運搬量合計 6846.26200

中間処理

廃プラスチック類 廃発泡スチロール（溶融固化） 37.13

一般廃棄物 2158.23000
資源物 3908.41100

繊維くず 11.41000
ガラス・陶磁器くず 45.73300
その他 167.12600

192.05000
廃石膏ボード 40.19000
がれき類 78.11000
金属くず 14.05000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年度
処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ

収集運搬

廃プラスチック類 230.95200
木屑

↓

搬入後、洗浄し、不純物を取り除き乾燥

↓

溶融機投入、破砕・減容されインゴットに形成

↓

取引先業者へ売却

廃発泡スチロール処理フロー
契約事業者より発泡スチロール収集後、弊社中間処理施設へ運搬



組織図

代表者
代表取締役　早川　桂一

環境管理責任者兼事務局長
取締役　佐京　奈津子

総務部門責任者
佐京　奈津子

収集運搬部門
チーフ　一戸　翔

処分部門
チーフ　吉田　修泰


